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シンポジウム 希望を集め 未来を創る ～協創で築く 柔靭な社会～

柔軟に適応しつつ

強靭に対応できる社会を

協創で築くための
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時代の変化に

関係すべき産・学・公・民の

学理の構築

新たな課題に
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将来社会シナリオの分析

エネルギーシステムイノベーション
• 再生可能エネルギー
• 資源調達
• セキュリティ
• 集中型/分散型エネルギー

ビジョン

• 持続可能な社会
• 循環型社会
• プラチナ社会

シナリオ
分析
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アジア地域へ

第Ｉ期成果

 理論的背景と手段の整理

 知の構造化による課題解決のフレー
ムワークづくり

 具体的な地域における
社会実装トライアル

- 技術の多面性解析
- 物質・エネルギーの収支、

産業連関の可視化

- プラチナ社会の理念と大学の役割の定義
- 地域の基幹産業を中心とした

産学公ネットワーク作り

- 地域資源を考慮した種子島、
和歌山県（紀伊半島）での実践

- 地域の特性に合わせた実装：
システムで形づくる、技術で牽引する、
教育で伝える、観光で見つける

大学等
研究機関

中高等教育

地域公共団体

地域産業

自治体

府省

寄付講座

ビジョンへNetwork of Networks

Technology and system modeling
太陽光型 人工光型 例：植物工場

Case study

構築したモデル・手法は
シンポジウム等を通じ発信
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実証・実用・実装

各研究分野の最先端

社会課題

Interdisciplinary

Transdisciplinary

基礎研究成果

実証

実用化

社会実装

課題から設計した概念の
成立が実際に証明
された状態

経済合理性から
実行可能な状態

当初対象とした現場、
用途、プロセス以外でも
アクセス・採用可能な状態

個別に導入できる要素技術 システムを形作る要素技術

実証

実用化
(地域社会への実装)

課題から設計した概念の
成立が実際に証明

された状態

社会経済の合理性から
特定地域で実行可能な状態

社会実装

他の地域でも
採用可能な状態
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マクロな分析からミクロな設計へ

“シナリオ”の実現可能性を高めることが必須

中長期的な“Transition management”を可能とする活動が必須

実装可能な技術オプションのモデル化

マクロなシナリオ分析

Kikuchi Y. et al. Applied Energy, 132 586-601 (2014)
Taufiq BN, Kikuchi Y. et al. Applied Energy, 

147 486-499 (2015)
Kikuchi Y. et al. J Ind Ecol, DOI: 10.1111/jiec.12374
UNEP IRP Environmental Assessment WG

家
庭

部
門

に
お
け
る

GH
G排

出
量
変
化

(1
06

to
n-

CO
2 

eq
./y

)

0

50

100

150

200

250

2010 2020 2030 2040 2050

Reference R‐Sce 1
R‐Sce 5 R‐Sce 3
R‐Sce 2 R‐Sce 9

⼈⼝減少

事業電源
省エネ機器

事業電源
＋省エネ機器
＋SOFC

SOFC

例：家庭部門と技術導入

地域特性を考慮したミクロな設計
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社会実装トライアル：例 種子島

技術で牽引する

砂糖‐エタノール逆転
生産プロセスの実証

観光で見つける

・ツーリズムセミナー
・外国人モニターツアー

システムで形づくる
・製糖工場を中心とした
エネルギーシステム
・農工横断システム最適化

教育で伝える
・高校における授業と実習

・シンポジウムでの住民へ
の発信

さとうきび

学校教育

森林保全

里山・里海

地域エネ
システム

熱中症アラーム

農業ＡＩ バイオ
ディーゼル製造

未利用エネ
蓄熱利用

自然エネ
導入支援

観光情報
体系化

福祉

課題

技術で牽引する

新規バイオディーゼル
製造システムの実証

バイオマス
化成品製造

システムで形づくる
行動科学とシステム工学：
健康管理のための仕組み
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１．エネルギー、資源、地域経済を
指標とした自立型ビジネス展開

環境・エネルギー



講座と社会の動き（環境・エネ）I期
 2012/4 講座設立

専任教員2名

 2012/10 設立シンポジウム

 2014/4 体制強化

専任教員1名、スタッフ5名

 2014/8 種子島シンポジウム

 2015/12 成果報告シンポジウム

 2016 体制強化

専任教員2名、スタッフ6名、
顧問2名、客員研究員3名

 2017/4 講座第II期開始

 2017/10/25 
第I期成果報告・
第II期設立シンポジウム

 2012/7/1 国内FIT 開始

 2014/12 まち・ひと・しご
と創生総合戦略 閣議決定

 2015/4 電力広域機関設立

 2015/5 種子島で
太陽光出力制御（国内初）

 2016/4 電力小売自由化

 2017/4 ガス小売自由化
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講座と社会の動き（環境・エネ）II期
 2017/4 講座第II期開始

 2017/10/25 シンポジウム

最先端技術・システム分析

メソ・マクロの資源マッピング
による導入解析

地域実装

離島＋和歌山県、ほか

 2020年以降、技術・システム実証
・実用化系予算の獲得

モデル・シミュレーション

シンポジウム・セミナー

地域プロジェクト

 2017/4 ガス小売自由化

 2020/4 発送電分離

新たな市場改革へ

第6期科学技術基本計画策定

エネルギー価格変動制導入？

 2022/4 ガス導管別会社化
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2030︓SDGs⽬標年2030︓SDGs⽬標年
2050︓NESTI2050⽬標年2050︓NESTI2050⽬標年

NESTI(エネルギー・環境イノベーション戦略)

導入のメソ・マクロ解析

最先端技術の将来コスト分析
・性能評価・モデル化
技術の開発研究者・技術者との
ネットワーキング

地域規模のシステム開発
プロジェクトの立ち上げ
地方公共団体・大学とのネット
ワーキング

将来社会シナリオ分析と提言
産学公民への提言
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要素技術/
システム

要素技術/
システム

ネットワーク

要素技術/
システム

Nexus of unused resources,
technology options, and society
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２．産学公民の連携による
健康医療技術・製品の社会実装
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健康医療



地域活性化の観点からの分析

健康管理システム(プロセス＋体制)の整備が、健康状態維持や関連産業
・地域の価値創造につながるダイナミクスを、産学公民で議論
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1.基本概念を
指標に展開

2.指標間の関係
を考察

3.整合性を検証基本概念

指標 メカニズム

既存フィールド、
プラチナ構想ネッ
トワークとの連携

モデル地域

講座の機能と役割

• 学術領域の Network of Networksをとして機能

• ケーススタディを通した地域への社会実装

地域実装課題特定

モデル
地域

自治体
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既に動きはじめている
大学・地域の取組の構造化

活動が活発化している地域・組織

プラチナ大賞受賞組織・自治体

活動し始めている大学

地域との協創を目指した全学組織を
有している国公立大学

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
（COC+）採択大学

その他

地域をテーマにした学科等を
有する大学

 RESASコンテスト受賞組織
・分析地域

Econosphere
Technosphere

Sociosphere
既存の取組を構造化：
大学間ネットワークで築く、
産学公民の連携
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柔軟に適応しつつ
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